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プログラマビリティの概要
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ上で動作する Cisco NX-OSソフトウェアには、次のような
特徴があります。

•耐障害性

クリティカルなビジネスクラスの可用性を確保します。

•モジュラ型

ビジネスニーズに対応する拡張機能があります。

•高度なプログラム性

アプリケーションプログラミングインターフェイス（API）を介した迅速な自動化とオー
ケストレーションを可能にします。

•セキュア

データと運用を保護し維持します。

•柔軟性

新しいテクノロジーを統合して有効にします。

•優れた拡張性

ビジネスと要件に対応して拡大できます。

•使いやすさ
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必要な学習量が少なく、展開がシンプルで、管理が容易です。

Cisco NX-OSオペレーティングシステムでは、デバイスはユニファイドファブリックモード
で機能し、プログラムによる自動化機能を備えたネットワーク接続を提供します。

Cisco NX-OSには、オープンソースソフトウェア（OSS）と商用テクノロジーが含まれてお
り、これらは自動化、オーケストレーション、プログラマビリティ、モニタリング、コンプラ

イアンスをサポートします。

オープンなNX-OSの詳細については、https://developer.cisco.com/site/nx-os/を参照してください。

サポートされるプラットフォーム
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(1)以降、「Nexusスイッチプラットフォームサポートマトリ
クス」を使用して、選択した機能をサポートするさまざまな Cisco Nexus 9000および 3000ス
イッチのリリース元である Cisco NX-OSを知ることができます。

標準的なネットワーク管理機能
• SNMP（V1、V2、V3）

• Syslog

• RMON

• NETCONF

• CLIおよび CLIスクリプト

高度な自動化機能
デバイスでの機能が強化されたCiscoNX-OSは、自動化をサポートします。プラットフォーム
には、電源投入時自動プロビジョニング（POAP）のサポートが含まれています。

デバイスでの機能が強化されたCiscoNX-OSは、自動化をサポートします。プラットフォーム
には、自動化をサポートする機能が含まれています。

プログラマビリティのサポート
スイッチ上の Cisco NX-OSソフトウェアは、プログラマビリティを支援する複数の機能をサ
ポートしています。
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NX-APIのサポート
Cisco NX-APIを使用すると、HTTPベースのプログラムによってスイッチにアクセスすること
が可能になります。このサポートは、オープンソースのWebサーバーである NX-APIによっ
て提供されています。NX-APIでは、Webベース APIを通じて Cisco NX-OS CLIのすべての構
成機能および管理機能を提供しています。デバイスは、XMLまたは JSONフォーマットでAPI
呼び出しの出力を公開するように設定できます。このAPIにより、スイッチでの迅速な開発が
可能になります。

Pythonスクリプティング
Cisco NX-OSは、Python v2.7.5を、インタラクティブモードと非インタラクティブ（スクリプ
ト）モードの両方でサポートしています。

Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、Python 3もサポートされています。

デバイスのPythonスクリプト機能は、さまざまなタスクを実行するためのスイッチのCLIと、
Power OnAuto Provisioning（POAP）またはEmbedded EventManager（EEM）アクションへのプ
ログラムによるアクセスを提供します。Cisco NX-OS CLIを呼び出す Pythonコールへの応答
は、テキストまたは JSON出力を返します。

Pythonインタープリタは Cisco NX-OSソフトウェアに含まれています。

Tclスクリプティング
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、Tcl（ツールコマンド言語）をサポートします。Tcl
は、スイッチで CLIコマンドを柔軟に使用できるようにするスクリプト言語です。Tclを使用
して showコマンドの出力の特定の値を抽出したり、スイッチを設定したり、Cisco NX-OSコ
マンドをループで実行したり、スクリプトでEEMポリシーを定義したりすることができます。

Broadcomシェル
CiscoNexus 9000シリーズスイッチの前面パネルおよびファブリックモジュールのラインカー
ドには Broadcomのネットワーク転送エンジン（NFE）が搭載されています。これらのNFEか
ら Broadcomコマンドラインシェル（bcm-shell）にアクセスすることができます。

bash
CiscoNexusスイッチは、Bourne-Again Shell（Bash）への直接アクセスをサポートします。Bash
では、デバイス上の基盤となる Linuxシステムにアクセスし、システムを管理できます。

bashシェルへのアクセスと Linuxコンテナのサポート
Cisco Nexusスイッチは、Linuxシェルへの直接アクセスと Linuxコンテナをサポートしていま
す。Linuxシェルへのアクセスでは、スイッチ上の基盤となっている Linuxシステムにアクセ

概要

3

概要

NX-APIのサポート



スして、基盤システムを管理できます。また、Linuxコンテナを使用して、独自のソフトウェ
アを安全にインストールし、Cisco Nexusスイッチの機能を強化することもできます。たとえ
ば、Cobblerなどのベアメタルプロビジョニングツールを Cisco Nexusスイッチにインストー
ルして、トップオブラックスイッチからベアメタルサーバーを自動的にプロビジョニングす

ることができます。

ゲストシェル

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、ホスト Cisco Nexus 9000 NX-OSソフトウェアから分離
されたホストシステム上の Linux実行スペースへの Bashアクセスを提供するゲストシェルを
サポートします。ゲストシェルを使用すると、ホストシステムソフトウェアに影響を与える

ことなく、必要に応じてソフトウェアパッケージを追加し、ライブラリを更新できます。

コンテナトラッカーのサポート

CiscoNX-OSは、特定のスイッチポートの背後にあるコンテナの機能を理解するため、Kubernetes
APIサーバーと通信するように構成されます。

次のコマンドにより、Kubernetes APIサーバーと通信します。

• show containers kubernetesコマンドは、HTTP経由の APIコールを使用して kube-apiserver
からデータを取得します。

• kubernetes watch resourceコマンドは、デーモンを使用して要求されたリソースにサブス
クライブし、kube-apiserverからのストリーミングデータを処理します。

• watchコマンドで割り当てられた actionは、事前定義されたトリガーにより実行されま
す。（たとえば、ポッドの追加または削除）。

Perlモジュール
より多くのアプリケーションをサポートするために、次のPerlモジュールが追加されました。

• bytes.pm

• feature.pm

• hostname.pl

• lib.pm

• overload.pm

• Carp.pm

• Class/Struct.pm

• Data/Dumper.pm

• DynaLoader.pm
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• Exporter/Heavy.pm

• FileHandle.pm

• File/Basename.pm

• File/Glob.pm

• File/Spec.pm

• File/Spec/Unix.pm

• File/stat.pm

• Getopt/Std.pm

• IO.pm

• IO/File.pm

• IO/Handle.pm

• IO/Seekable.pm

• IO/Select.pm

• List/Util.pm

• MIME/Base64.pm

• SelectSaver.pm

• Socket.pm

• Symbol.pm

• Sys/Hostname.pm

• Time/HiRes.pm

• auto/Data/Dumper/Dumper.so

• auto/File/Glob/Glob.so

• auto/IO/IO.so

• auto/List/Util/Util.so

• auto/MIME/Base64/Base64.so

• auto/Socket/Socket.so

• auto/Sys/Hostname/Hostname.so

• auto/Time/HiRes/HiRes.so
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


